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６月４日に行われた「竜宮浄水場施設見
学会」では、普段は入ることのできない
調整塔の見学が行われました。参加した
人たちは高さ35メートルの調整塔を階
段で上り、屋上へ。屋上からの景色を楽
しみながら調整塔の役割を学びました。

表紙写真：竜宮浄水場施設見学会

FILE No．3

―どのような仕事ですか
　織機（生地を織る機械）が継続
して運転できるように糸を補充
し、織り上がった生地に傷がな
いかを確認しています。
―大変なことはなんですか
　織機に糸を補充するとき、糸
を結んでから補充するのですが、
細い糸だと髪の毛ほど（40～50
ミクロン）の細さなので、慣れ
るまでは大変でした。

―どこに出荷していますか
　日本だけでなく、欧州にも出
荷しています。出荷された生地
はカーテンなどに加工され、出
荷先の会社の製品として販売さ
れています。
―市民の皆さんに一言
　伊勢崎で織物というと伝統的
なものというイメージがあると
思いますが、ここで作られた生
地は皆さんの身近なところでも
使われています。上質なものを
届けられるよう、日々努力して
います。

サークル名 ぐるーぷ淡彩
　鉛筆と水彩絵の具で描く淡彩画を楽しむサークルです。普段
は持ち寄った花などを描いていますが、年に２回は外にスケッ
チに行って風景を描いています。使う道具も少なく簡単に描け
るのが淡彩画の魅力です。みんなで作品を褒め合いながら明る
く楽しく活動しているので、いつも笑顔が絶えません。画用紙
だけでなく布のバッグやTシャツ、日傘に絵を描くなど、自分
たちで工夫しながら淡彩画を楽しんでいます。

　バーベキューの特集で市内
の公園に写真を撮りに行った
とき、たくさんの人がバーベ
キューを楽しんでいました。
家族や友人、職場の仲間など、
メンバーはさまざまですが、
全てのグループに共通してい
ることがあります。それは、
皆さんが笑顔で楽しんでいる
こと。バーベキュー広場には
笑い声があふれていて、取材
している私もつい笑顔になっ
てしまいました。公園でのバ
ーベキューは、緑がいっぱい
の中、大人数で楽しめるのが
魅力です。ぜひ利用してみて
ください。              　   （ふ）

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶南公民館
●メンバーは？
▶29人

編集後記

第63回
南公民館（☎26－8333）南公民館（☎26－8333）

私が作っています

　ことしで創業121年を迎える下城株式会社。
かつて生産していた伊勢崎銘仙の技術を発展
させ、カーテンなどのインテリアの生地から、
消防服や映画館の防音壁に使われる特殊な生
地までさまざまな生地を生産しています。

「生地（インテリア用・工業用）」
下城株式会社・シロテックス株式会社（連取町）

問い合わせ
企業誘致課（☎27－2756）

Made in いせさき ものづくりFILE

これ、伊勢崎で作っていますこれ、伊勢崎で作っています

い の ひ な

井野 妃菜さん（田中町）
製造部製織課

ス
マ
ホ
ア
プ
リ

「
マ
チ
イ
ロ
」で

広
報
い
せ
さ
き

を
配
信
中
！
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てんてん ばくばく じょうじょう しし はすはす

2017
年
6
月
１
日
現
在

●
人
口
　
 212,202人

（
前
月
比
＋
190）

●
世
帯
数
　
87,153戸

（
前
月
比
＋
159）



　家族や仲間で集まって楽しむバーベキュー。もう既に
楽しんでいる人もいるのではないでしょうか。市内には
バーベキューができる公園が５カ所あります。この夏は、
広々とした公園でバーベキューを楽しみませんか。

道具を準備しよう

みんなで楽しく気持ちよく！
バーベキューの心得

公園緑地課　柳沢 薫

利用案内

公園

を楽しもう！を楽しもう！ババーーベベキキュューー

ラブリバー親水公園うぬき
住所　安堀町1292
設備
●バーベキューサイト20カ所
●水洗い場１カ所
●炭捨て場１カ所

赤堀せせらぎ公園
住所　堀下町186－1
設備
●バーベキューサイト20カ所
●水洗い場１カ所
●炭消しつぼ１カ所

いせさき市民のもり公園
住所　山王町2663
設備
●バーベキュー炉15基
●水洗い場１カ所
●炭消しつぼ２カ所

平塚公園
住所　境平塚354
設備
●バーベキュー炉４基
●バーベキューサイト４カ所
●水洗い場１カ所
●炭消しつぼ１カ所

子供のもり公園伊勢崎
住所　馬見塚町1808－1
設備
●バーベキュー炉４基
●水洗い場１カ所
●炭消しつぼ１カ所

申し込み先・問い合わせ
　いせさき市民のもり公園管理事務所
　（☎20－3333）

申し込み先・問い合わせ
　赤堀支所赤堀道路対策室
　（☎62－9796）

申し込み先・問い合わせ
　いせさき市民のもり公園管理事務所
　（☎20－3333）

申し込み先・問い合わせ
　境支所境道路対策室
　（☎74－0568）

申し込み先・問い合わせ
　子供のもり公園伊勢崎 まゆドーム
　（☎31－3778）

公園で

利用できる期間　毎年３月20日から11月30日まで
　※子供のもり公園伊勢崎は３月１日から
利用時間　午前10時～午後４時
　※後片付けの時間を含めます
　※子供のもり公園伊勢崎は、11月は午後３時30
分まで

利用料　無料
申し込み　利用希望日の前月１日から前日までに直
接各申し込み先へ

　※申し込みは平日の午前８時30分から午後５時
15分まで受け付けます。子供のもり公園伊勢崎
はまゆドームの開館時間内に申し込んでください

　※子供のもり公園伊勢崎は利用希望日の６カ月前
から３日前まで申し込みができます

※バーベキュー炉が
ある場所ではコンロ
は持ち込めません

◀紹介している
物以外でも、必
要な物は各自で
用意しましょう。
ほうきやちりと
りなどの清掃用
具は公園で貸し
出します

▶使いやすいコンロ
を選びましょう

●食材
●飲み物
●焼き網

●ごみや食べ残しは必ず持ち帰りましょう
●時間を守って利用しましょう
●ペットを連れて行かないようにしましょう
●お酒を飲む場合は、ほかの人の迷惑になら
ないように心掛けましょう

●発電機や大きな音が出る楽器などは持ち込
まないようにしましょう

●熱中症対策も忘れずに
●各公園のルールを守りましょう
●終わったらしっかり火の始末をし、炭と灰
は炭消しつぼや炭捨て場に片付けましょう

バーベキューサイトでは
コンロが必要です

公園で

バーベキュー
ができる

空き状況は電話
で確認できますが、
申し込みの際は必ず
直接申し込み先の
窓口に行って
ください

●鉄板
●炭
●ごみ袋

●台布巾　など
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５歳児健康診査モデル事業を開始します５歳児健康診査モデル事業を開始します
～子どもの健やかな成長の手助け、保護者の子育てをサポートします～

　子どもが保育所や幼稚園の集団生活を楽しく過ごし、小学校に就学でき
るよう、子どもの成長・発達の確認と保護者の子育て支援のため、従来の
健康診査（健診）などに加え５歳児健診をモデル事業として開始します。

問い合わせ　健康管理センター（☎23－6675）

　子どもが保育所や幼稚園の集団生活を楽しく過ごし、小学校に就学でき
るよう、子どもの成長・発達の確認と保護者の子育て支援のため、従来の
健康診査（健診）などに加え５歳児健診をモデル事業として開始します。

問い合わせ　健康管理センター（☎23－6675）

情報ワイド

　
あ
か
ぼ
り
蓮
園
で
は
７
月
中
、
白
や
ピ
ン
ク
の
色
鮮
や
か
な
ハ
ス
の
花

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
ス
の
花
は
、
早
朝
か
ら
咲
き
始
め
午
前

中
が
見
頃
と
な
り
ま
す
。
ハ
ス
の
開
花
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。問

い
合
わ
せ
　
赤
堀
経
済
振
興
室（
☎
（62）
９
７
９
１
・
（62）
１
１
５
１
）　

　
あ
か
ぼ
り
蓮
園
は
、
磯
町
の
緑

豊
か
な
天
幕
城
外
堀
跡
に
、
日
中

国
交
正
常
化
30
周
年
を
記
念
し
譲

り
受
け
た
中
国
蓮
を
植
え
付
け
、

平
成
16
年
に
開
園
し
ま
し
た
。
美

し
く
咲
く
ハ
ス
の
花
が
、
暑
い
夏

を
爽
や
か
に
彩
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
　
７
月
16
日（
日
）

※

小
雨
決
行

時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
あ
か
ぼ
り
蓮
園

内
容
　
赤
飯
、
か
き
氷
な
ど
の
無

料
配
布（
先
着
順
）

入
場
料
　
無
料

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
教
室
】

定
員
　
80
人（
先
着
順
）

内
容
　
ハ
ス
を
使
っ
て
フ
ラ
ワ
ー

ア
ー
ト
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
２
０
０
円（
材
料
費
）

天
幕
城
趾
あ
か
ぼ
り
蓮
園
ま
つ
り
２
０
１
７

　

いせさき七夕まつりを開催します
　本年もたくさんの七夕飾りが会場を彩ります。七
夕まつりに合わせてさまざまなイベントが行われま
すので、皆さんでお出掛けください。

期日　７月15日（土）・16日（日）
　※両日とも荒天の場合は17日（祝）
時間　午後１時～９時30分
会場　下記の通り
問い合わせ　文化観光課（☎27－2759）

期日　７月15日（土）
時間　午後２時～５時
会場　赤石楽舎
内容
●読み聞かせライブ
●出張まゆドーム（どんぐり
クラフト、フライングUFO）

●フシギな塗り絵で色育体験
●バルーン膨らまし体験ほか
問い合わせ　生涯学習課（☎
27－2794） 歩行者専用道路 駐車場

赤石楽舎

いせさき
明治館 からくり時計

北小学校

にぎわい広場
（本町有料駐車場）

伊勢崎
郵便局

広
瀬
川

広
瀬
川

本町通り

東
武
伊
勢
崎
線

東
武
伊
勢
崎
線

JR両毛線JR両毛線
伊勢崎駅

生
桐
至

生
桐
至

生
桐
至

利
足
至

利
足
至

利
足
至

田
太
至

田
太
至

田
太
至

橋
前
至

橋
前
至

P

P

P

P

会場周辺案内図

N

カリビアン
ビーチ

製菓店

赤堀磯沼公園

小菊の里

JA50

赤堀
磯沼公園天幕城趾

イベント
会場

ハス
駐車場

伊
勢
崎
大
間
々
線

あかぼり蓮園

会場拡大図

赤堀支所

赤堀小学校

会場案内図
N

期日・時間
●15日（土）＝午後１時～５時
●16日（日）＝午後１時～４時30分
内容
●クラフト体験（まゆクラフトなど）
●折り紙短冊作り

●伊勢崎市田島弥平旧宅PR
キャラクター「くわまる」
がやってきます

●自動シャボン玉機
問い合わせ　市民活動課（☎
　61－6712）

て
ん

ば
く

じ
ょ
う

し

は
す

期日　７月15日（土）
時間　午後５時30分～６時
内容　ダンピアいせさき・フ
ラダンス

◀
伊
勢
崎
市
田
島
弥
平
旧
宅

　
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
く
わ
ま
る
」

にぎわい広場イベント

本町通りイベント赤石楽舎サマーフェスタ

●言葉が遅い、言っていることが分か
りにくい

●よく話すけれども会話が成り立たず
一方的に話している

●先生の言葉の指示が伝わりにくい、
理解できていない様子が見られる

●集団での遊びに入れず、一人で遊ん
でいることが多い

●他の子どもとトラブルやけんかにな
ることが多い

●手先が不器用、制作活動が苦手
　　　　　＊　　　　　＊　　　
　子どもの発達について心配なことは、
各保健センターに連絡をしてください。
期間　月～金曜日
　※祝日・年末年始は除きます
時間　午前８時30分～午後５時
問い合わせ
　健康管理センター（☎23－6675）
　赤堀保健福祉センター（☎20－2210）
　あずま保健センター（☎62－9918）
　境保健センター（☎74－1363）

　次のようなことが４・５歳のころに
見られることがあります。

子どもの発達で気になることは
ありませんか

子どもの発達で気になることは
ありませんか

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
提
出

さ
れ
た
健
診
質
問
票
を
確
認

健
診
の
結
果
説
明
と
、
育
児
相

談
を
実
施

心
理
士
・
作
業
療
法
士
な
ど
が

健
診
を
実
施

※

内
容
は
、
自
由
遊
び
、
集
団
で
体

　を
動
か
す
遊
び
、
工
作
な
ど

※

実
施
施
設
の
園
児
の
保
護
者
に
事

　前
に
配
布

保
護
者
が
健
診
質
問
票
を
記
入

保
護
者
の
同
意
を
確
認
し
、
保

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
が
健
診
質

問
票
を
記
入

実
施
方
法

いろ いく

新
伊
勢
崎
駅

▲ハスの花が園内を
彩ります

▲子どもの成長を見守りましょう

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
を

健
診
で
確
認

　
５
歳
児
は
友
達
と
ル
ー
ル
を
守

り
な
が
ら
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
で

自
主
性
が
高
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ
る

時
期
で
す
。
不
得
意
な
こ
と
や
、

保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
の
集
団
活

動
の
中
で
う
ま
く
対
応
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
、
子
ど
も
自
身
が
戸

惑
い
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
成
長
に
伴
う
子
育
て

の
悩
み
を
相
談
す
る
機
会
を
増
や

す
た
め
、
５
歳
児
健
診
の
導
入
に

向
け
て
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
実
施
結
果
を
基
に
、
健
診
の

内
容
や
実
施
方
法
な
ど
を
検
証
し

ま
す
。
平
成
29
・
30
年
度
は
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
、
平
成
31
年
度

か
ら
は
全
て
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
で
、
事
業
の
本
格

実
施
を
す
る
予
定
で
す
。

５
歳
児
健
診
実
施
概
要

期
日
　
10
月
ご
ろ

実
施
施
設
　
第
三
保
育
所
、
境
ひ

の
で
保
育
所
、
あ
か
ぼ
り
幼
稚
園
、

あ
ず
ま
幼
稚
園

対
象
　
市
内
に
在
住
の
実
施
施
設

に
通
う
、
平
成
24
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

子
ど
も
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国
民
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
８
月
１
日（
火
）か
ら
国
民
年
金
の
受
給

資
格
期
間
が
25
年
以
上
か
ら
10
年
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
新
た
に

受
給
対
象
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら「
黄
色
い
封
筒
」

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
４
１
）　

　
入
居
に
は
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
前
に
住

宅
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
を
用
意
す

る
期
間
を
考
慮
し
て
、
余
裕
を
持

っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
７
月
３
日（
月
）か
ら

18
日（
火
）ま
で

※

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅

課（
☎
（27）
２
７
６
４
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
か
ら
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
均
等
割
額
と
所

得
割
額
の
軽
減
率
が
変
わ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く

負
担
す
る
均
等
割
額
と
、
被
保
険

者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
所

得
割
額
が
あ
り
、
そ
の
合
計
金
額

が
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

【
均
等
割
額
が
変
わ
る
人
】

　
元
被
扶
養
者
で
特
定
の
要
件
に

該
当
す
る
人
は
、
平
成
28
年
度
ま

で
は
特
例
的
に
９
割
が
軽
減
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
度
か

ら
は
７
割
の
軽
減
に
な
り
ま
す
。

【
所
得
割
額
が
変
わ
る
人
】

　
年
金
収
入
だ
け
の
場
合
、
年
収

約
１
５
３
万
円
〜
約
２
１
１
万
円

の
人
は
、
平
成
28
年
度
ま
で
は
特

例
的
に
５
割
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
２

割
の
軽
減
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
　

　
詳
し
く
は
、
群
馬
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
よ
り
通
知
さ
れ
る

案
内
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
医
療
課（
☎

　（27）
２
７
３
９
）ま
た
は
群
馬
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
☎
０
２

７
ー
２
５
６
ー
７
１
７
１
）

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
軽
減
率
が

変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間

は
、
年
金
制
度
へ
の
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
金
を
受

け
取
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
は
制
度
加
入
中
に
受
給
資

格
期
間
が
25
年（
３
０
０
月
）以
上

を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、

国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
８
月

１
日（
火
）か
ら
10
年（
１
２
０
月
）

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
年
金
を
受
け
取
れ
な
か

っ
た
受
給
資
格
期
間
10
年
以
上
25

年
未
満
の
人
が
、
新
た
に
年
金
受

給
対
象
者
と
な
り
ま
す
。
対
象
者

に
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
請

求
の
書
類
が「
黄
色
い
封
筒
」で
郵

送
さ
れ
ま
す
。
届
い
た
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
１
日（
火
）以
降
、
年
金
を

受
け
取
れ
る
年
齢
に
な
っ
た
と
き
、

受
給
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
れ

ば
年
金
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
医
療
課
・
各

支
所
住
民
福
祉
課
ま
た
は
前
橋
年

金
事
務
所（
☎
０
２
７
ー
２
３
１

ー
１
７
０
６
）

国
民
年
金
保
険
料
は
滞
り
な
く

納
付
し
ま
し
ょ
う

　
受
け
取
れ
る
年
金
は
受
給
資
格

期
間
に
応
じ
た
金
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
よ
り
多
く
の
年
金
額
を
受

け
取
る
に
は
、
年
金
加
入
期
間
中

に
国
民
年
金
保
険
料
を
滞
り
な
く

納
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

入居者を募集する市営住宅一覧

　
伊
勢
崎
の
四
季
・
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業
と
し
て
、
伊
勢
崎
駅
前

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
夏
の
賑
わ
い「
ま
ち
な
か
子
ど
も

絵
画
展
」を
開
催
し
ま
す
。問

い
合
わ
せ
　都
市
開
発
課（
☎
（21）
７
４
９
０
）　

市
立
幼
稚
園
の
園
児
の
描
い
た

作
品
を
展
示
し
ま
す

　
市
立
幼
稚
園
９
園
の
園
児
が
、

「
ぼ
く
の
す
き
な
も
の
、
わ
た
し

の
す
き
な
も
の
」を
テ
ー
マ
に
描

い
た
表
現
力
豊
か
な
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
併
せ
て
各
幼
稚
園
の
活

動
記
録
も
展
示
し
ま
す
。
期
間
中

は
来
場
記
念
品
と
し
て
伊
勢
崎
市

田
島
弥
平
旧
宅
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー「
く
わ
ま
る
」の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
間
・
内
容

●
７
月
８
日（
土
）か
ら
８
月
２
日

（
水
）ま
で
＝
紅
グ
ル
ー
プ（
第
一
・

殖
蓮
・
三
郷
・
あ
か
ぼ
り
幼
稚
園

の
園
児
）の
作
品
展
示

●
８
月
４
日（
金
）か
ら
29
日（
火
）

ま
で
＝
白
グ
ル
ー
プ（
南
・
茂
呂
・

宮
郷
・
名
和
・
あ
ず
ま
幼
稚
園
の

園
児
）の
作
品
展
示

※

い
ず
れ
も
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

７
月
17
日（
祝
）は
開
館
し
、
18
日

（
火
）は
休
館
し
ま
す

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場
　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

※

車
で
来
場
の
際
は
、
ベ
イ
シ
ア

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
伊
勢
崎
駅

前
店
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
90
分
ま
で
無
料
で
す

入
場
料
　
無
料

今
後
の
事
業
予
定

●
秋
の
賑
わ
い「
ま
ち
な
か
高
校

生
フ
ェ
ス
タ
」（
10
月
下
旬
）

●
冬
の
賑
わ
い「
ま
ち
な
か
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」（
11
月
中
旬
か
ら

平
成
30
年
１
月
中
旬
）

●
春
の
賑
わ
い「
ま
ち
な
か
華
フ

ェ
ス
タ（
平
成
30
年
２
月
中
旬
か

ら
３
月
下
旬
）

問
い
合
わ
せ
　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
☎

　（61）
８
０
０
８
）

夏
の
賑
わ
い 

ま
ち
な
か
子
ど
も
絵
画
展▲園児たちの描いたさま

ざまな作品を展示

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
介
護
保
険

保
険
税
・
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）の
納
税
通
知
書
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
・
介
護
保
険
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

保
険
税（
料
）は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
●
国
保
税
＝
国
民
健
康
保
険
課（
☎
（27）
２
７
３
６
）　

　
　
　
　
●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
３
９
）　

　
　
　
　
●
介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険
課（
☎
（27）
２
７
４
２
）

　
　
　
　※

各
支
所
住
民
福
祉
課
で
も
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
ま
す

納
付
の
方
法
・
納
期

　
保
険
税（
料
）の
納
付
方
法
に
は
、

口
座
振
替
や
納
付
書
で
納
付
す
る

普
通
徴
収
と
、
年
金
か
ら
あ
ら
か

じ
め
差
し
引
い
て
納
付
す
る
特
別

徴
収
が
あ
り
ま
す
。

　
普
通
徴
収
の
納
期
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
特
別
徴
収
の
納
期
は
、

年
金
支
給
月（
年
６
回
）と
同
じ
で

す
。

保
険
税（
料
）に
つ
い
て

総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

期
間
　
７
月
18
日（
火
）か
ら
25
日

（
火
）ま
で

※

22
日（
土
）は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場
　
市
役
所
本
館
１
階
特
設
会

場支
払
い
に
困
っ
た
ら

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
で
一
時

的
に
保
険
税（
料
）が
支
払
え
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
分
割
納
付
や
一

定
期
間
の
納
付
猶
予
、
減
免
な
ど

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

支
払
い
に
困
っ
た
と
き
は
、
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

期日　７月30日（日）
時間　午前９時10分開始
会場　市役所東館５階第１会議室

対象世帯の説明

※県営住宅の応募書類も住宅課にあります

●一般世帯＝２人以上の世帯
●子育て世帯＝夫婦と就学前の子どもがいる世帯、または
婚姻から３年を経過せず、夫婦の年齢の合計が70歳以
下の世帯
●母子世帯＝現在婚姻していない母と未成年の子どもだけ
の世帯
●単身者世帯＝満60歳以上の人など
●高齢者世帯＝申込者本人が満60歳以上で、同居する人
が満60歳以上または18歳未満などの世帯
●障害者世帯＝障害者がいる２人以上の世帯

保険税（料）普通徴収の納期
納期 納期限（口座振替日）
１期 ７月31日（月）
２期 ８月31日（木）
３期 10月 ２日（月）
４期 10月31日（火）
５期 11月30日（木）
６期 12月25日（月）

７期 平成30年   　  
１月31日（水）

８期 ２月28日（水）

　
年
金
加
入
期
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
40
年
間
納
付
し
た
場

合
の
老
齢
基
礎
年
金
支
給
額
は

年
間
約
78
万
円
、
10
年
間
納
付

し
た
場
合
の
老
齢
基
礎
年
金
支

給
額
は
年
間
約
19
万
円
と
な
り

ま
す
。

抽選会を
行います

住宅名 対象世帯 募集戸数

茂呂島住宅

子育て世帯 ２戸
母子世帯 ３戸
単身者世帯 １戸
障害者世帯 １戸

豊城西住宅

子育て世帯 １戸
母子世帯 １戸
単身者世帯 ２戸
障害者世帯 １戸

羽黒住宅

一般世帯 １戸
子育て世帯 １戸
母子世帯 １戸
単身者世帯 ２戸
高齢者世帯 １戸

山王住宅
一般世帯 １戸
母子世帯 １戸
単身者世帯 １戸

太田住宅
母子世帯 １戸
単身者世帯 １戸

平和住宅 子育て世帯 １戸
赤堀千鳥住宅 子育て世帯 １戸

境木島住宅
一般世帯 １戸
母子世帯 １戸

境下武士住宅 母子世帯 １戸
境上武士住宅 単身者世帯 １戸
境百々第１住宅 子育て世帯 １戸
 iタワ―花の森住宅 子育て世帯 ３戸

に
ぎ

アイ

あ
か
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福
祉
医
療
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　
福
祉
医
療
制
度
は
、
加
入
す
る
健
康
保
険
で
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し

た
と
き
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
市
が
負
担
す
る
制
度
で
す
。
福
祉

医
療
費
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
４
０
）・
各
支
所
住
民
福
祉
課
　

福
祉
医
療
制
度
の
認
定
に
は

申
請
が
必
要
で
す

　
福
祉
医
療
制
度
の
対
象
は
、
下

表
の
資
格
要
件
を
満
た
す
人
で
す
。

認
定
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は

年
金
医
療
課
・
各
支
所
住
民
福
祉

課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は「
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
証
」ま
た
は「
福
祉
医
療

費
受
給
資
格
者
承
認
通
知
書
」が

交
付
さ
れ
、
医
療
機
関
な
ど
で
保

険
証
な
ど
と
一
緒
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
額
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

　
福
祉
医
療
制
度
で
掛
か
っ
た
医

療
費
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
で
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
の
受
診
・

治
療
を
心
掛
け
、
頻
回
受
診
を
避

け
る
な
ど
、
適
正
な
受
診
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
医
療
の
認
定
日

●
出
生
の
場
合
＝
出
生
の
日
か
ら

●
県
内
の
自
治
体
か
ら
転
入
の
場

合
＝
転
入
の
日
か
ら

※

転
入
日
か
ら
14
日
以
内
に
交
付

状
況
証
明
書
を
持
っ
て
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す

●
精
神
疾
患
で
受
診（
通
院
）し
て

い
る
場
合
＝
自
立
支
援
医
療
の
認

定
を
確
認
で
き
た
日
か
ら

●
前
記
以
外
の
場
合
＝
申
請
日
か

らこ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

●
健
康
保
険
の
種
類
が
変
わ
っ
た

●
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た

●
対
象
者
が
死
亡
し
た

●
ひ
と
り
親
が
婚
姻
を
し
た

※

事
実
婚
を
含
み
ま
す

●
障
害
の
等
級
な
ど
が
変
わ
っ
た

●
受
給
資
格
者
証
を
紛
失
・
汚
損

し
た

母
子
・
父
子
家
庭
の
受
給
資
格
者

証
を
更
新
し
ま
す

　
新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
１
日

（
火
）か
ら
は
新
し
い
受
給
資
格
者

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年

の
所
得
状
況
が
分
か
ら
ず
更
新
が

で
き
な
い
場
合
は
、
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
の
で
、
所
定
の
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
者
の
対
象
を
拡
大

　
10
月
１
日（
日
）か
ら
、
療
育
手

帳
Ａ
判
定
の
人
だ
け
で
な
く
、 

Ｂ

１
判
定
、 

Ｂ
２
判
定
の
一
部
の
人

ま
で
が
受
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
７
月
か
ら
順
次
、
申

請
書
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
所
定

の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費
の
支
給
方
法

【
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
】

　
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
な

ど
を
、
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

※

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合

や
自
費
分
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、

一
部
支
払
い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
】

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
年
金
医
療
課
・
各
支

所
住
民
福
祉
課
で
申
請
す
る
と
、

窓
口
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が

支
給（
払
い
戻
し
）さ
れ
ま
す
。

70歳以上の人の高額療養費の上限額が変わります
　８月から70歳以上の人の高額療養費の上限額が下表のように変わります。高額療
養費制度とは、一月に支払った医療費が高額になり決められた上限額を超えた場合に、
上限額を超えて支払った医療費を払い戻す制度です。上限額は、個人もしくは世帯の
所得に応じて決まります。
問い合わせ
●国民健康保険＝国民健康保険課（☎27－2737）
●後期高齢者医療制度＝年金医療課（☎27－2739）

高額療養費の支給申請方法
【国民健康保険に加入している人】
　高額療養費の払い戻しがある人には、診療を受け
た月の２カ月後の下旬を目安に案内のはがきを郵送
しています。はがきに記載された申請に必要な物を
持って、国民健康保険課または各支所住民福祉課の
窓口で申請してください。申請した翌月の20日ご
ろ、払戻金を指定された口座に振り込みます。

【後期高齢者医療制度に加入している人】
　高額療養費の払い戻しがある人には、診療を受け
た月の３カ月後を目安に群馬県後期高齢者医療広域
連合から案内が送られます。案内に記載された必要
な物を年金医療課または各支所住民福祉課に直接ま
たは郵送で提出してください。最短で申請月の翌々
月の月末に、払戻金を指定された口座に振り込みま
す。

高額療養費の上限額の変更（８月以降）

80,100円＋（医療費－267,000円）
×1％　（多数回44,400円※２）

44,400円
→57,600円

課税所得
145万円以上の人

課税所得
145万円未満の人（※１）

12,000円　
→14,000円
（年間上限144,000円）

44,400円
→57,600円
（多数回44,400円※２）

適用区分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）

限
度
額
適
用
認
定
証
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
外
来
・
入
院
の
医
療
費
が
高
額

に
な
る
場
合
に
、「
限
度
額
適
用
認

定
証
」を
事
前
に
提
示
す
れ
ば
、

外
来
・
入
院
の
同
一
医
療
機
関
で

の
保
険
診
療
分
の
支
払
い
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
は
入
院
時
の

食
事
代
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な

い
世
帯
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
70
歳
未
満
の
人

●
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
人

●
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人

　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
　

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
限
度
額

適
用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日（
月
）で
す
。
既
に
限
度
額
適

用
認
定
証
を
持
っ
て
い
て
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
に

は
７
月
中
旬
に
更
新
の
案
内
を
送

付
し
ま
す
。
更
新
が
必
要
な
人
は

案
内
を
確
認
の
上
、
国
民
健
康
保

険
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
既
に
限
度
額
適
用
認
定
証
を
持

っ
て
い
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
に
は
７
月

中
旬
に
新
し
い
限
度
額
適
用
認
定

証
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請
な
ど
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　

●
国
民
健
康
保
険
＝
国
民
健
康
保

険
課（
☎
（27）
２
７
３
５
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
＝
年
金

医
療
課（
☎
（27）
２
７
３
９
）

国民健康保険に加入している
人
窓口に来た人の顔写真付身分証
明書、世帯主の印鑑（朱肉を使
う物）、限度額適用認定証が必
要な人の国民健康保険証の原本、
世帯主・限度額適用認定証が必
要な人のマイナンバーカードも
しくは通知カード

後期高齢者医療制度に加入し
ている人
窓口に来た人の顔写真付身分証
明書、限度額適用認定証が必要
な人の印鑑（朱肉を使う物）・後
期高齢者医療被保険者証の原本・
マイナンバーカードもしくは通
知カード

限度額適用認定証の交付申請
に必要な物

※１　世帯収入の合計額が
520万円未満（１人世帯の
場合は383万円未満）の場
合や、「旧ただし書所得」の
合計額が210万円以下の場
合も含みます

※２　過去12カ月以内に
３回以上、上限額に達した
場合は、４回目から「多数
回」該当となり、上限額が
下がります

現
役
並
み

一
般

住
民
税
非
課
税

Ⅰ　住民税非課税世帯　
（年金収入80万円以下など）

Ⅱ　住民税非課税世帯 24,600円

15,000円
8,000円

福祉医療制度 一覧表
対象 資格要件 申請に必要な物

子ども 15歳の誕生日以後の最初の３月31日まで
※４月１日生まれは15歳誕生日の前日まで 保険証・印鑑

①母子・
父子家庭
②父母のない
子ども

①18歳未満の子どもを扶養している母子・父子家庭
②18歳未満の父母のない子ども
※①②ともに18歳の誕生日以後の最初の３月31日まで。
　４月１日生まれは18歳誕生日の前日まで

保険証・印鑑・親の戸籍謄本（本籍が市外の
人）・所得税の課税状況が確認できる物（課税年
度の１月１日に本市に住所がない人）・結婚し
ていない証明（外国籍の人）

重度の障害者

身体障害者手帳１級または２級の人 保険証・印鑑・身体障害者手帳
障害年金１級の人 保険証・印鑑・年金証書

特別児童扶養手当１級または２級の人 保険証・印鑑・特別児童扶養手当証書・認定通
知書または有期認定通知書

療育手帳A判定（10月～A判定、B1判定、B2判定の一部）の人
※B2判定の一部の人は18歳の誕生日以後の最初の３月
　31日まで。４月１日生まれは18歳誕生日の前日まで

保険証・印鑑・療育手帳

障害年金1級程度の障害で障害年金を受給できない人 保険証・印鑑・所定の診断書

精神疾患での
受診者

通
院
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する
ための法律施行令第１条の２第３号に該当し通院し
ている人

保険証・印鑑・自立支援医療受給者証

入
院

精神保健指定医により入院加療の必要があると診断
され入院している人で、本人、配偶者及び世帯主の
市民税の合計額が23万5,000円未満の世帯に属す
る人

保険証・印鑑・所定の医師の意見書・退院証明
書などの退院日が確認できる物（精神入院で認
定されていた人）・本人、配偶者、世帯主及び
被保険者の市町村民税の課税状況が確認できる
物（課税年度の１月１日に本市に住所がない人）

8広報いせさき　No.3019 2017年（平成29年）7月1日号

情報ワイド



　５月20日、いせさき明治館前の通りで「いせさき軽ト
ラ朝市」が開催されました。晴天に恵まれた会場には、
食べ物や雑貨、鉢植えなどを販売する軽トラ（軽自動車）
が集合。たくさんのお客さんでにぎわいました。今後は、
９月16日・10月21日・11月18日の午前８時30分から
実施する予定です。

　５月23日、「市民施設見学会」が行われました。参加
した皆さんは清掃リサイクルセンター 21、第二学校給
食調理場、消防本部庁舎・訓練塔、市議会議事堂を一日
かけて回りました。終了後のアンケートでは、「普段行
けない施設を見学できて大変有意義だった」などの感想
が寄せられました。

　６月３日、スマーク伊勢崎（西小保方町）で「環境の日
のイベント」が開催されました。当日は300人以上の参
加者が会場を訪れ、ごみの減量や省エネ、グリーンカー
テンに取り組むことを宣言。環境を守ることを宣言した
参加者の皆さんには、ゴーヤなどのつる性植物の苗とエ
コバッグなどがプレゼントされました。

　６月１日、境いよく保育所の園児たちが、近隣農家の
協力でサクランボ狩りを体験しました。木の周りに集ま
り夢中でおいしそうなサクランボを探す園児たち。収穫
したサクランボをその場で食べて、「甘くておいしい」「サ
クランボ大好き！」など、うれしそうに感想を話してい
ました。

　６月４日、華蔵寺公園運動施設ほか２会場で「市民レク
リエーションスポーツ祭」が開催されました。レクリエー
ションスポーツは子どもから高齢者まで、幅広い世代で楽
しむことができるスポーツです。ターゲットバードゴルフ
やヘルスバレーボールなどのほか、サイクリング、ウォー
キングなどが実施されました。参加者は、家族や仲間と一
緒に汗を流しながら交流を深めました。

　６月４日、「竜宮浄水場施設見学会」
が行われました。見学会では利き水や
水のろ過実験などさまざまなイベント
が行われ、訪れた人はイベントを通し
て水道水がどのように作られているの
かを楽しく学びました。この日は調整
塔の見学が行われ、見学会に訪れた多
くの人が参加。調整塔に上った人たち
は、高さ35メートルから見る景色を
楽しみました。

いせさき軽トラ朝市
軽トラ大集合

市民施設見学会
市の施設を巡りました

環境の日のイベント
環境を守ることを宣言

境いよく保育所 サクランボ狩り
サクランボ採れたよ

市民レクリエーションスポーツ祭
レクリエーションスポーツで仲間と楽しく交流

竜宮浄水場施設見学会
水道水について楽しく学びました

ペットボトルと砂を使った ろ過実験調整塔の内部を見学

調整塔でためている水の量を屋上のメーターで確認

給水管でできた水鉄砲で遊びました

シャフルボードでスコアを競いました

みんなで楽しくヘルスバレーボール

白熱のラリーが続きます

ゲートボールインディアカ

ごみの減量や省エネなどを誓いました おいしそうなサクランボ見つけた カラフルな車で花の販売焼却炉の模型を見ながら説明を聞く参加者
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介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
者
負
担
金
の
一
部
を
助
成

環
境
保
全
課（
☎

（27）
２
７
3
3
）

伊
勢
崎
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の

規
制
に
関
す
る
条
例（
案
）に
関
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
2
7
8
5
）

平
成
30
年
４
月
か
ら
国
民
健
康

保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

企
画
調
整
課（
☎

（27）
2
7
0
7
）

介
護
保
険
課（
☎

（27）
2
7
4
3
）

環
境
政
策
課（
☎

（27）
２
７
3
2
）

伊
勢
崎
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
の
概
要（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続

国
民
健
康
保
険
課（
☎

（27）
２
７
3
5
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

一
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円

同
時
発
売

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
１
億
円

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
チ
百
万
円

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
福
祉
課（
☎

（27）
2
7
4
8
）

生
活
機
能
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の

回
答
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎

（27）
2
7
4
5
）

年
金
医
療
課（
☎

（27）
2
7
3
9
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

被
保
険

者
証
の
更
新
と
自
己
負
担
額
な

ど
の
減
額
認
定
証

歴
史
講
話

境
東
公
民
館（
☎

（７４）
0
4
5
3
）

お
知
ら
せ

催
し

　　
市
内
で
の
土
砂
の
埋
め
立
て
な

ど
を
把
握
し
規
制
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
土
砂
等
の
埋
立
て
等

の
規
制
に
関
す
る
条
例（
案
）を
作

成
し
ま
し
た
。
条
例（
案
）に
つ
い

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
環
境
保
全
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

資
料
と
所
定
の
様
式
は
、
環
境

保
全
課
、
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
・
各
支
所
）に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

期
間
　
７
月
３
日（
月
）か
ら
８
月

１
日（
火
）ま
で（
必
着
）

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

●
こ
の
条
例（
案
）に
利
害
関
係
が

あ
る
人

宛
先
　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
環
境
保
全

課
、
　
（24）　
５
２
５
３
、
　hozen

　　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
町
内
資

源
回
収
場
所
か
ら
の
資
源
物
の
持

ち
去
り
を
規
制
す
る
た
め
、
伊
勢

崎
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
を
改
正
し
ま
す
。
改

正
の
概
要（
案
）に
つ
い
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
環
境
政
策
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

資
料
と
所
定
の
様
式
は
、
環
境

政
策
課
、
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
・
各
支
所
）に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

期
間
　
７
月
３
日（
月
）か
ら
８
月

１
日（
火
）ま
で（
必
着
）

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

●
こ
の
概
要（
案
）に
利
害
関
係
が

あ
る
人

宛
先
　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
環
境
政
策

課
、　
（24）　
５
２
５
３
、
　

期
日
　
７
月
25
日（
火
）

時
間
　
午
後
２
時
開
始

会
場
　
教
育
研
究
所

定
員
　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
当
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
１
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
制
度
は

各
市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
は
都
道
府
県

と
共
に
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
平
成
30
年
４
月
以
降
も
資

格
や
保
険
税
の
賦
課
徴
収
な
ど
の

身
近
な
窓
口
は
、
引
き
続
き
各
市

町
村
で
行
い
ま
す
。

【
市
町
村
の
主
な
役
割
】

●
国
保
事
業
費
納
付
金
を
都
道
府

県
に
納
付

●
資
格
を
管
理（
被
保
険
者
証
等

の
発
行
）

●
標
準
保
険
料
率
な
ど
を
参
考
に

保
険
税
率
を
決
定

●
保
険
税
の
賦
課
・
徴
収

●
保
険
給
付
の
決
定
、
支
給

【
都
道
府
県
の
主
な
役
割
】

●
財
政
運
営
の
責
任
主
体

●
運
営
方
針
に
基
づ
き
、
事
務
の

効
率
化
、
標
準
化
、
広
域
化
を
推

進●
市
町
村
ご
と
の
標
準
保
険
料
率

を
算
定
・
公
表

●
保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
市
町

村
へ
の
支
払
い

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
県

内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入
し
ま

し
ょ
う
。

発
売
期
間
　
７
月
18
日（
火
）か
ら

８
月
10
日（
木
）ま
で

抽
せ
ん
日
　
８
月
20
日（
日
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

自
己
負
担
金
の
２
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
事
前
に

介
護
保
険
課
・
各
支
所
住
民
福
祉

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た

す
人

●
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
支

援
・
要
介
護
被
保
険
者

●
市
民
税
・
県
民
税
非
課
税
世
帯

の
人

●
平
成
28
年
分
の
世
帯
の
収
入
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
自
己
負
担
金
お
よ

び
介
護
保
険
料
な
ど
を
支
払
っ
た

と
き
に
生
活
保
護
基
準
を
下
回
る

か
、
そ
れ
と
同
程
度
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
世
帯
の
人

●
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
人

●
市
民
税
・
県
民
税
課
税
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
人 

※

助
成
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ

ス
＝
福
祉
用
具
購
入
、
住
宅
改
修
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
介

護
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
、

居
宅
療
養
管
理
指
導
、
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
、
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
な
ど

　
７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ

ラ
〜
」の
強
調
月
間
で
す
。
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合

わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
生
活
機

能
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
６
月
19
日

に
発
送
し
ま
し
た
。
生
活
機
能
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
、
健
康
状
態
や

生
活
機
能
、
心
身
の
変
化
な
ど
25

項
目
を
調
査
し
ま
す
。
ま
だ
返
送

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
漏
れ
が

な
い
よ
う
に
記
入
し
、
返
信
用
封

筒
を
使
っ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
機
能
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
と

一
緒
に
体
の
機
能
の
維
持
向
上
に

向
け
て
役
立
つ
情
報
も
同
封
し
ま

し
た
。
健
康
管
理
・
維
持
の
た
め

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証（
緑
色
）を
７
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
８
月
１
日（
火
）か
ら

は
新
し
い
被
保
険
者
証
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

で
市
民
税
・
県
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
、
申
請
す
る
と
医
療
費
の

自
己
負
担
額
や
入
院
し
た
と
き
の

食
事
代
な
ど
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
に
は
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。

　
現
在
減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
引
き
続
き
交
付
対
象
と

な
る
人
は
、
減
額
認
定
証
を
新
し

い
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
医
療
課
・
各

支
所
住
民
福
祉
課

期
日
　
７
月
15
日（
土
）

時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
境
東
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
人

定
員
　
50
人（
先
着
順
）

演
題
　
桃
源
郷
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
？

講
師
　
井
上
一
之（
県
立
女
子
大

学
教
授
）

参
加
料
　
２
０
０
円（
資
料
代
）

申
し
込
み
　
７
月
10
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
境

東
公
民
館
へ

メール

FAX

メール

FAX

@
city.isesaki.lg.jp

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

……………
…………………
………………

……………………
開庁時間　 午前８時30分～午後５時15分

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

■災害情報案内（24時間）
■救急病院等案内（24時間）

災害・防災情報や地域の防犯情報をメールで配信
しています。携帯電話で次のアドレスに空メール
を送信して登録しましょう。
問い合わせ　安心安全課（☎27－2706）

スマホアプリ「マチイロ」で広報いせさきを配信中！
スマートフォンなどでいつでもどこでも、
広報いせさきを読むことができます。
問い合わせ　広報課（☎27－2711）

t-isesaki@sg-m.jpメ ル    ー

土曜納税窓口廃止のお知らせ
窓口以外でも納付できます
　市税は納期限内であれば、金融機関
やコンビニエンスストアの窓口でも納
付できます。またATMやインターネッ
トバンキングを利用したペイジー、ク
レジットカードによる納付もできます。
ぜひご利用ください。

　水道の給水装置の安全管理と、水

を有効に利用するための資料作成を

目的として、給水区域全域の個人宅

の水道メーター類や道路上の止水栓

などを調査します。調査の際、調査員は身分

証明書や腕章を身に付けています。個人宅の

敷地内には、あらかじめ了解を得てから立ち

入りますので、ご協力をお願いします。

　※この調査に伴う物品の販売などはありま

　せん

期間　平成30年３月９日（金）まで

問い合わせ　給水課（☎30－1264）

水道メーター・止水栓の
調査を実施します

　市では平成29年８月から土曜納税窓口を廃止し、日曜納税窓口だけを
開設します。市民の皆さまにはご不便をお掛けしますがご理解・ご協力
をお願いします。
問い合わせ　納税課（☎27－2723）
【８月からの日曜納税窓口】
期日　毎週日曜日
時間　午前９時～午後５時
　※年末年始を除きます

会場　市役所本館１階６番窓口
内容　市税の納付・市税の納税相談

@
city.isesaki.lg.jp

kankyou
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情報掲示板

誰
で
も
で
き
る

ユ
ニ
カ
ー
ル
講
座

宮
郷
公
民
館（
☎

（25）
2
3
5
6
）

夏
休
み
子
ど
も
陶
芸
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
0
1
1
5
）

子
ど
も
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
0
1
1
5
）

夏
休
み
子
ど
も
粘
土
教
室

南
公
民
館（
☎

（26）
8
3
3
3
）

夏
休
み
手
作
り
絵
本
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
0
1
1
5
）

夏
休
み
子
ど
も
絵
画
教
室

北
公
民
館（
☎

（25）
4
5
4
7
）

陶
芸
教
室

北
公
民
館（
☎

（25）
4
5
4
7
）

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎

（27）
2
7
4
5
）

シ
ニ
ア
対
象
初
歩
か
ら
始
め
る

英
会
話
教
室

茂
呂
公
民
館（
☎

（25）
2
6
7
1
）

は
じ
め
て
の
ヨ
ガ
教
室

豊
受
公
民
館（
☎

（32）
0
3
5
0
）

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

超
能
力
者
の
手
品
教
室

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
2
7
9
4
）

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

木
目
込
か
え
る
を
作
ろ
う

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
2
7
9
4
）

き
　
　め
　  

こ
み

講
座

期
日
　
７
月
26
日
・
８
月
９
日
・

23
日
の
水
曜
日（
全
３
回
）

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分

※

８
月
23
日（
水
）は
午
前
10
時
30

分
ま
で

会
場
　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象
　
市
内
の
小
学
生

※

小
学
１
・
２
年
生
の
子
ど
も
は

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
７
月
10
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
あ
ず

ま
公
民
館
へ

期
日
　
７
月
27
日（
木
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象
　
市
内
の
小
学
生

※

小
学
１
・
２
年
生
の
子
ど
も
は

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

内
容
　
転
写
紙
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
お
皿
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
８
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
７
月
10
日（
月
）か
ら

参
加
料
を
添
え
て
あ
ず
ま
公
民
館

へ期
日
　
７
月
28
日（
金
）・ 

８
月
４

日（
金
）（
全
２
回
）

時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
南
公
民
館

対
象
　
市
内
の
小
学
生

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

内
容
　
粘
土
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
貯

金
箱
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
３
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
７
月
14
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南

公
民
館
へ

期
日
　
７
月
31
日（
月
）・
８
月
１

日（
火
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30

分会
場
　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象
　
市
内
の
小
学
生

※

小
学
１
・
２
年
生
の
子
ど
も
は

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い

定
員
　
各
日
12
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
７
月
11
日（
火
）か
ら

参
加
料
を
添
え
て
あ
ず
ま
公
民
館

へ期
日
　
７
月
26
日（
水
）・
27
日（
木
）

（
全
２
回
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
北
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学

の
小
・
中
学
生

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
19
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
北
公
民
館
へ

期
日
　
７
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

（
全
２
回
）

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場
　
北
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

内
容
　
お
皿
や
茶
碗
、
好
き
な
形

の
器
な
ど
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
７
月
12
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
北

公
民
館
へ

　
頭
と
体
の
体
操
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
端
末
を
使
っ
た
脳
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
、
脳
の
若
返
り
や
介
護

予
防
の
た
め
の
楽
し
い
講
座
で
す
。

【
絣
の
郷（
市
民
交
流
館
）】

期
日
　
８
月
３
日（
木
）・10
日（
木
）・

17
日（
木
）・
24
日（
木
）・
30
日（
水
）・

９
月
７
日（
木
）・
14
日（
木
）・
28
日

（
木
）（
全
８
回
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

【
あ
ず
ま
公
民
館
】

期
日
　
８
月
４
日
か
ら
９
月
29
日

ま
で
の
金
曜
日（
全
８
回
）

※

８
月
11
日（
祝
）は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
　

い
ず
れ
も

対
象
　
市
内
に
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定
員
　
各
20
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
10
日（
月
）か
ら

電
話
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ期
日
　
８
月
21
日
・
28
日
・
９
月

４
日
の
月
曜
日（
全
３
回
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場
　
宮
郷
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
20
歳
以
上
の
人

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

内
容
　
カ
ー
リ
ン
グ
を
参
考
に
し

た
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ユ
ニ
カ
ー
ル

の
基
礎
を
学
び
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
18
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
宮

郷
公
民
館
へ

期
日
　
７
月
30
日
・
８
月
６
日
・

20
日
・
27
日
の
日
曜
日（
全
４
回
）

時
間
　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場
　
茂
呂
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
60
歳
以
上
の
人
　

※

以
前
受
講
し
た
人
は
除
き
ま
す

定
員
　
15
人（
先
着
順
）

内
容
　
日
常
の
英
会
話
や
海
外
旅

行
で
役
立
つ
英
会
話
を
学
び
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
10
日（
月
）か
ら

直
接
茂
呂
公
民
館
へ

期
日
　
７
月
24
日
・
31
日
・
８
月

７
日
の
月
曜
日（
全
３
回
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
豊
受
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
人

定
員
　
15
人 （
先
着
順
）

内
容
　
ヨ
ガ
の
基
本
動
作
を
学
び

ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
10
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
豊

受
公
民
館
へ

期
日
　
７
月
30
日（
日
）

時
間
　
午
後
１
時
〜
６
時

会
場
　
赤
石
楽
舎

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
小
学
５
年
生
以
上
の
人

定
員
　
15
人（
先
着
順
）

内
容
　
型
に
布
を
へ
ら
で
木
目
込

ん
で
カ
エ
ル
の
人
形
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
４
２
５
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
７
月
11
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

期
日
　
７
月
30
日（
日
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
赤
石
楽
舎

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
小
学
生
以
上
の
人

定
員
　
12
人（
先
着
順
）

内
容
　
ス
プ
ー
ン
曲
げ
や
カ
ー
ド

の
予
言
な
ど
の
手
品
を
学
び
ま
す

参
加
料
　
５
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み
　
７
月
10
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

　クッキーをいろいろ
な飾りでデコレーショ
ンして、自分だけのか
わいいクッキーを作っ
ちゃおう。
期日　７月25日（火）
時間　午前10時～正午
会場　赤堀公民館
対象　市内の５歳から小学生
　※保護者も一緒に参加できます
定員　20人（先着順）
参加料　500円（材料費）
申し込み・問い合わせ　７月10日（月）午前９
　時から直接または電話で赤堀公民館（☎62
　－1153）

子どもアイシングクッキー教室

▲白い陶器にイラストを
転写します

期日　７月31日（月）
時間　午後１時30分～
　３時30分
会場　茂呂公民館
対象　市内の５歳から小
　学４年生
　※小学２年生以下の子
　どもは保護者と一緒に
　参加してください
定員　20人（先着順）
内容　ペットボトルを使ってチョウのおもちゃを
　作ります
参加料　100円（材料費）
申し込み・問い合わせ　７月10日（月）から直接ま
　たは電話で茂呂公民館（☎25－2671）

▲空気の力でチョウが飛び
立ちます

夏休み子どもおもちゃ作り教室

市民ホール ランチタイムコンサート
　

　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチタイム
コンサートを開催します。
　※座席を80席用意します。立ち見もできます
期日　７月25日（火）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　ヒーリング・ミュージック
入場料　無料
問い合わせ　行政課（☎27－2702）

出演者募集♪
　クラシック音楽、ピアノ演奏、合唱などで憩いのひ
とときを提供してくれる出演者を募集します。
　※演奏にはグランドピアノを使用できます
期日　９月１日（金）・９月28日（木）・10月11日（水）
時間　午後０時15分～０時45分
申し込み　７月14日（金）までに直接行政課へ

　収蔵資料の消毒のため臨時休館します。
期間　７月22日（土）から25日（火）まで
問い合わせ　赤堀歴史民俗資料館（☎63－0030）
　※休館中の問い合わせは文化財保護課（☎75－66
　72）へ。土・日曜日は除きます

赤堀歴史民俗資料館 臨時休館

▲かわいく飾り付けたア
イシングクッキー

献血にご協力ください
全血献血（200・400ml）

期日 ７月12日（水）
時間 午前９時30分～午後４時
※午前11時45分から午後１時
までは除きます

会場 市役所東館１階市民ホール
問い合わせ 社会福祉課（☎27－2748）

献 血
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ぐ
ん
ま
地
域
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

防
災
士
養
成
講
座
受
講
者
を
募
集

し
ま
す

安
心
安
全
課（
☎

（27）
2
7
0
6
）

住
生
活
基
本
計
画
策
定
検
討
委

員
の
募
集住

宅
課（
☎

（27）
2
7
6
4
）

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す

子
育
て
支
援
課（
☎

（27）
8
8
0
5
）

市
民
病
院 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
の
募
集

市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
室

（
☎

（25）
5
0
2
2
）

地
域
総
合
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

相
談
会

障
害
福
祉
課（
☎

（27）
2
7
5
3
）

若
者
の
就
職
活
動
個
別
相
談
会

商
工
労
働
課（
☎

（27）
2
7
5
5
）

柔
道
整
復
師（
接
骨
院
・
整
骨

院
）の
施
術
を
受
け
る
人
へ

国
民
健
康
保
険
課（
☎

（27）
２
７
3
7
）

無
料
法
律
相
談
会

人
権
課（
☎

（27）
2
7
3
0
）

青
少
年
お
悩
み
面
接
相
談
会

青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

（
☎

（27）
8
0
9
0
）

保
健

募
集

相
談

　　
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、
自

主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
す
る「
ぐ
ん
ま
地
域
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
し
て
活
躍

し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
、
防
災
士
養
成
講

座
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
　
９
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

会
場
　
文
化
会
館

対
象
　
市
内
に
在
住
の
人

参
加
料
　
１
万
１
０
０
０
円

申
し
込
み
　
７
月
21
日（
金
）ま
で

に
電
話
で
安
心
安
全
課
へ

　
豊
か
な
住
生
活
の
実
現
を
目
指

し
、
総
合
的
な
指
針
を
策
定
す
る

た
め
、
住
生
活
基
本
計
画
策
定
検

討
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
委
員
会

は
年
数
回
、
平
日
に
開
催
し
ま
す
。

計
画
の
原
案
は
平
成
29
年
度
中
に

策
定
す
る
予
定
で
す
。
報
酬
は
あ

り
ま
せ
ん
。

委
嘱
期
間
　
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

市
長
に
答
申
さ
れ
る
ま
で

対
象
　
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
20
歳
以
上
の
人

定
員
　
１
人

申
し
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
住
宅
課
へ

※

申
込
書
は
住
宅
課
、
市
民
情
報

コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

※

申
込
書
の
内
容
を
基
に
選
考
し
、

結
果
は
書
面
で
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す

宛
先
　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
住
宅
課
、

　
（23）　
７
０
２
０
、
　 juutaku@

締
切
日
　
７
月
20
日（
木
）必
着

　
平
成
27
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
な
ど
に
基
づ
い
た
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

家
庭
の
状
況
や
需
要
に
応
じ
た
支

援
を
行
う
た
め
、
伊
勢
崎
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
の
進
行
管
理
を
は
じ

め
、
本
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
関
す
る
施
策
の
推
進
な
ど
を

審
議
す
る
伊
勢
崎
市
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
の
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
し
い
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
会
議
は
平
日
の
昼
間
に
開
催

し
、
年
に
１
回
か
ら
２
回
程
度
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
議

の
際
は
託
児
が
で
き
ま
す
。
報
酬

は
市
の
規
定
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

委
嘱
期
間
　
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

２
年
間

対
象
　
０
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の

子
ど
も
の
保
護
者
で
、
市
内
に
１

年
以
上
在
住
し
て
い
る
20
歳
以
上

の
人

定
員
　
２
人

申
し
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
子
育
て
に
関
す
る

６
０
０
字
程
度
の
小
論
文
を
添
付

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
子
育
て

支
援
課
へ

※

申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
、
市

民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各

支
所
）、
各
公
民
館
、
各
児
童
セ

ン
タ
ー
、
各
児
童
館
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
宮
子
・
あ
ず
ま
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

※

申
込
書
・
小
論
文
の
内
容
を
基

に
選
考
し
、
結
果
は
書
面
で
応
募

者
全
員
に
通
知
し
ま
す

宛
先
　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１
　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
子
育
て
支

援
課

締
切
日
　
７
月
24
日（
月
）必
着

　
市
民
病
院
で
は
車
い
す
の
介
助

や
受
け
付
け
案
内
な
ど
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

活
動
日
　
都
合
の
良
い
日

※

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

活
動
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

申
し
込
み
　
平
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
室

へ　
柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨

院
）を
利
用
す
る
人
に
国
民
健
康

保
険
適
用
範
囲
の
誤
解
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
最
近
、
誤
っ
た
受
診
が

生
じ
て
い
ま
す
。
柔
道
整
復
師
の

施
術
に
は
保
険
証
が「
使
え
な
い

場
合
」と「
使
え
る
場
合
」が
あ
り
、

次
の
場
合
に
は
保
険
適
用
と
な
ら

ず
、
全
額
自
費
診
療
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
証
を
使
え
な
い
場
合
】

●
疲
労
性
や
慢
性
的
な
要
因
か
ら

く
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

●
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

●
病
状
の
改
善
の
み
ら
れ
な
い
長

期
の
施
術

●
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
肉
体
疲
労
改

善
の
た
め
の
施
術

●
保
険
医
療
機
関（
病
院
、
診
療

所
な
ど
）で
同
じ
負
傷
部
位
な
ど

を
治
療
中
の
場
合

●
仕
事
中
や
通
勤
途
中
で
負
傷
し
、

労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
場
合

【
保
険
証
を
使
え
る
場
合
】

　
骨
折（
応
急
手
当
以
外
は
医
師

の
同
意
が
必
要
）、
脱
臼
、
打
撲
、

捻
挫
、
肉
離
れ
な
ど
と
診
断
さ
れ

施
術
を
受
け
た
場
合
や
、
骨
や
筋

肉
、
関
節
の
け
が
や
痛
み
で
負
傷

原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合

は
保
険
適
用
と
な
り
ま
す
。
施
術

を
受
け
る
際
は
、
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
負
傷
原
因（
い
つ
・
ど
こ
で
・

何
を
し
て
、
ど
ん
な
症
状
か
）を

正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い

●
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容（
負

傷
原
因
、
負
傷
名
、
日
数
、
金
額
）

を
よ
く
確
認
し
て
、
必
ず
本
人
が

署
名
を
し
て
く
だ
さ
い

●
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
っ
て
保

管
し
、
国
民
健
康
保
険
課
か
ら
届

く「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」で
金
額
・

日
数
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、

内
科
的
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
　

　
治
療
内
容
に
つ
い
て
国
民
健
康

保
険
課
か
ら
お
尋
ね
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
回
答
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

期
日
　
７
月
28
日（
金
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
絣
の
郷（
円
形
交
流
館
）

対
象
　
市
内
・
玉
村
町
に
在
住
の

障
害
の
あ
る
人
と
そ
の
保
護
者
、

障
害
の
あ
る
人
を
支
援
す
る
団
体

の
職
員
な
ど

内
容
　
障
害
者
の
生
活
・
就
労
支

援
に
関
す
る
情
報
提
供
、
相
談

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
20
日（
木
）ま
で

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
立

し
ろ
が
ね
特
別
支
援
学
校（
☎
０

２
７
ー
２
６
８
ー
６
１
１
１
、
　

０
２
７
ー
２
６
８
ー
６
１
１
３
・

久
保
田
）へ

　
働
く
こ
と
や
就
職
活
動
、
進
路

選
択
へ
の
悩
み
な
ど
、
若
者
の
就

労
に
向
け
て
専
門
の
相
談
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
　
毎
月
第
４
水
曜
日

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

対
象
　
15
歳
以
上
39
歳
以
下
の
働

く
意
欲
の
あ
る
人

※
在
学
中
の
人
は
除
き
ま
す

申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
ぐ
ん

ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

東
毛
常
設
サ
テ
ラ
イ
ト（
☎
０
２

７
６
（57）　
８
２
２
２
）へ

　
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

期
間
　
８
月
５
日（
土
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
文
化
会
館

申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
群
馬
司
法
書
士
会

（
☎
０
２
７
ー
２
２
４
ー
７
７
６
３
）

　　
学
校
や
友
人
関
係
の
悩
み
な
ど
、

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

期
間
　
７
月
24
日（
月
）か
ら
28
日

（
金
）ま
で

時
間
　
午
後
１
時
〜
５
時

会
場
　
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー（
絣

の
郷
内
）

対
象
　
お
お
む
ね
20
歳
く
ら
い
ま

で
の
青
少
年
ま
た
は
そ
の
保
護
者

申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
青
少

年
指
導
セ
ン
タ
ー
へ

メール

FAX

FAX

やま　ぐち かおり

期日　８月19日（土）
時間　午後１時～３時30分
会場　境総合文化センター
定員　700人（先着順）
内容　講演会、境南中学校吹奏楽
　部の演奏、障害者福祉団体の物
　品販売など
【講演会】
演題　強さは優しさ　柔道から学
　んだ事
講師　山口香さん（元女子柔道選手）
　※手話通訳があります
入場料　無料
　※入場には整理券が必要です。整理券は７月19日（水）
　から人権課、隣保館、各支所庶務課、市民サービスセ
　ンター宮子・あずま、文化会館、市民プラザ、境総合
　文化センターで配布します（１人５枚まで）
問い合わせ　人権課（☎27－2730）

▲山口香さん

人権のまちづくり講演会

100歳
　本年４月・５月に100歳を迎えられた人を紹
介します。100歳を迎えられた皆さん、そして
ご家族の皆さんに、心からお祝いを申し上げま
す。これからも健やかにお過ごしください。
問い合わせ　高齢政策課（☎27－2752）

飯島まち子 さん（戸谷塚町）　　　

栗原いま さん（西上之宮町）

石井せつ さん（南千木町）

井田けい さん（宮古町）　　　

中沢トクノ さん（波志江町）

石川文代 さん（除ケ町）　

田部井ケイ さん（五目牛町）

飯野みき さん（田部井町三丁目）

●７月15日（土）
●７月16日（日）
●７月17日（祝）
●７月22日（土）

丸橋設備
中央水道
三藤建設工業
津久井設備

☎25－2412
☎25－1592
☎62－1726
☎62－3006

●７月23日（日）
●７月29日（土）
●７月30日（日）

吹上設備工業
丸雄技研
穂詮

☎76－0406
☎23－4645
☎32－0875

休日の漏水などの緊急連絡先休日の漏水などの緊急連絡先
道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495－22－2151）
●境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048－577－7529）

city.isesaki.lg.jp



秘
書
課（
☎

（27）
2
7
0
0
）

市
民
水
泳
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
4
7
）

小
学
生
の
た
め
の

初
心
者
水
泳
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
4
7
）

夏
季
ラ
ジ
オ
体
操
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
4
7
）

ス
ポ
ー
ツ

皆
さ
ん
の
善
意

期
日
　
８
月
６
日（
日
）

時
間
　
午
前
８
時
30
分
開
会

会
場
　
市
民
プ
ー
ル

対
象
　
市
内
・
玉
村
町
に
在
住
ま

た
は
在
勤
・
在
学
の
人
、
市
内
・

玉
村
町
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会

員種
目

●
小
学
生
の
部
＝
自
由
形
・
平
泳

ぎ
・
背
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
各

50
メ
ー
ト
ル
と
２
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー

●
中
学
生
・
高
校
生
の
部
＝
自
由

形
50
メ
ー
ト
ル
と
自
由
形
・
平
泳

ぎ
・
背
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
各

１
０
０
メ
ー
ト
ル
と
２
０
０
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー

●
29
歳
以
下
・
30
歳
代
・
40
歳
代
・

50
歳
代
・
60
歳
代
・
70
歳
以
上
の

部
＝
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
・

バ
タ
フ
ラ
イ
の
各
50
メ
ー
ト
ル
と

２
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

※

１
人
２
種
目
ま
で（
リ
レ
ー
は

除
き
ま
す
）

参
加
料
　
５
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

申
し
込
み
　
７
月
14
日（
金
）ま
で

に
参
加
料
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
へ

期
日

①
７
月
24
日（
月
）・
26
日（
水
）・

27
日（
木
）・
28
日（
金
）＝（
全
４
回
）

②
７
月
31
日（
月
）・８
月
２
日（
水
）・

３
日（
木
）・
４
日（
金
）＝（
全
４
回
）

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30

分会
場
　
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド

対
象
　
市
内
の
小
学
生

定
員
　
各
30
人（
抽
選
）

参
加
料
　
１
回
１
５
０
円

申
し
込
み
　
①
は
７
月
10
日（
月
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
６
時
45
分
ま

で
に
、
②
は
７
月
12
日（
水
）午
後

６
時
30
分
か
ら
６
時
45
分
ま
で
に
、

参
加
者
の
家
族
が
直
接
あ
ず
ま
ウ

ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
へ

※

①
と
②
の
両
方
に
参
加
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
　
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ

ー
ラ
ン
ド（
☎
（62）
９
９
６
６
）

期
日
　
７
月
22
日（
土
）

時
間
　
午
前
６
時
集
合

会
場
　
市
陸
上
競
技
場

※

雨
天
の
場
合
は
市
民
体
育
館

参
加
料
　
無
料

※

全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
宮
郷
中
学
校
平
成
28
年
度
卒
業

生
一
同
か
ら
同
校
へ
演
台
２
台

♥
伊
勢
崎
ガ
ス
㈱
か
ら
伊
勢
崎
駅

南
口
駅
前
広
場
へ
ガ
ス
灯
１
基

♥
昭
友
会
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ

４
万
６
３
３
８
円

♥
伊
勢
崎
南
ひ
ま
わ
り
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
２
万

円♥
波
志
江
上
沼
用
水
組
合
か
ら
波

志
江
沼
環
境
ふ
れ
あ
い
公
園
へ
オ

オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
34
本

♥
Ｎ
Ｐ
Ｏ
外
国
人
教
育
支
援
友
の

会
か
ら
学
校
教
育
課
へ
ラ
ン
ド
セ

ル
３
個

♥
星
野
長
生
さ
ん（
上
諏
訪
町
）か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
３
万
５
３
６

５
円

♥
佐
波
伊
勢
崎
農
業
協
同
組
合
か

ら
市
内
の
各
小
学
校
へ
図
書
１
１

６
冊
・
図
書
カ
ー
ド
59
万
８
千
円

分♥
伊
勢
崎
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
市
内
の
各
小
中
学
校
へ
図
書

２
１
０
冊

♥
桜
井
博
士
さ
ん（
喜
多
町
）か
ら

消
防
本
部
へ
消
防
車
模
型
展
示
ケ

ー
ス
１
台

広
告
の
ペ
ー
ジ

有料広告のページ 広告内容については、広告主に問い合わせてください。

　設計図を基に木材を切り、組み立ててベンチを作
ります。親子で一緒に楽しく、木工工作をしません
か。
期日　８月５日（土）
時間　午前９時 30分
　～正午
会場　赤堀体育館
対象　市内の小学生
　※保護者と一緒に
　参加してください
定員　40人（先着順）
参加料　300円（材料費）
申し込み　７月10日（月）午前９時から31日（月）ま
　でに直接または電話で赤堀支所庶務課（☎62－97
　90）へ
問い合わせ　市民活動課（☎61－6712）

アウトドア体験学習 
親子木工教室

▲親子で協力して木工工作

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24－5780　  http://isesaki-auto.jp/

7/19・20・21
◆山陽オート場外発売

7/13・14・15・16・17
◆川口オート場外発売
　ＧⅠ第41回日刊スポーツ　キューポラ杯（ナイター開催）

◆浜松オート場外発売
　曵馬野賞第41回静岡新聞SBS杯
7/8・9・10・11

7/22・23・24・25
◆川口オート場外発売

7/9・23キッズバイク教室
詳しくは伊勢崎オートホームページで確認してください

7/8・9・10・11
★第39回東京スポーツ杯（ナイター開催）

7/22・23・24・25
★第39回サマーランド杯（ナイター開催）

★…伊勢崎開催
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株
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主な内容

防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは12ページへ

公園でバーベキューを楽しもう·················· P２ 
５歳児健康診査モデル事業を開始します······ P４
いせさき七夕まつりを開催します··············· P５
天幕城趾あかぼり蓮園まつり2017············· P５

公園でバーベキューを楽しもう·················· P２ 
５歳児健康診査モデル事業を開始します······ P４
いせさき七夕まつりを開催します··············· P５
天幕城趾あかぼり蓮園まつり2017············· P５

６月４日に行われた「竜宮浄水場施設見
学会」では、普段は入ることのできない
調整塔の見学が行われました。参加した
人たちは高さ35メートルの調整塔を階
段で上り、屋上へ。屋上からの景色を楽
しみながら調整塔の役割を学びました。

表紙写真：竜宮浄水場施設見学会

FILE No．3

―どのような仕事ですか
　織機（生地を織る機械）が継続
して運転できるように糸を補充
し、織り上がった生地に傷がな
いかを確認しています。
―大変なことはなんですか
　織機に糸を補充するとき、糸
を結んでから補充するのですが、
細い糸だと髪の毛ほど（40～50
ミクロン）の細さなので、慣れ
るまでは大変でした。

―どこに出荷していますか
　日本だけでなく、欧州にも出
荷しています。出荷された生地
はカーテンなどに加工され、出
荷先の会社の製品として販売さ
れています。
―市民の皆さんに一言
　伊勢崎で織物というと伝統的
なものというイメージがあると
思いますが、ここで作られた生
地は皆さんの身近なところでも
使われています。上質なものを
届けられるよう、日々努力して
います。

サークル名 ぐるーぷ淡彩
　鉛筆と水彩絵の具で描く淡彩画を楽しむサークルです。普段
は持ち寄った花などを描いていますが、年に２回は外にスケッ
チに行って風景を描いています。使う道具も少なく簡単に描け
るのが淡彩画の魅力です。みんなで作品を褒め合いながら明る
く楽しく活動しているので、いつも笑顔が絶えません。画用紙
だけでなく布のバッグやTシャツ、日傘に絵を描くなど、自分
たちで工夫しながら淡彩画を楽しんでいます。

　バーベキューの特集で市内
の公園に写真を撮りに行った
とき、たくさんの人がバーベ
キューを楽しんでいました。
家族や友人、職場の仲間など、
メンバーはさまざまですが、
全てのグループに共通してい
ることがあります。それは、
皆さんが笑顔で楽しんでいる
こと。バーベキュー広場には
笑い声があふれていて、取材
している私もつい笑顔になっ
てしまいました。公園でのバ
ーベキューは、緑がいっぱい
の中、大人数で楽しめるのが
魅力です。ぜひ利用してみて
ください。              　   （ふ）

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶南公民館
●メンバーは？
▶29人

編集後記

第63回
南公民館（☎26－8333）南公民館（☎26－8333）

私が作っています

　ことしで創業121年を迎える下城株式会社。
かつて生産していた伊勢崎銘仙の技術を発展
させ、カーテンなどのインテリアの生地から、
消防服や映画館の防音壁に使われる特殊な生
地までさまざまな生地を生産しています。

「生地（インテリア用・工業用）」
下城株式会社・シロテックス株式会社（連取町）

問い合わせ
企業誘致課（☎27－2756）

Made in いせさき ものづくりFILE

これ、伊勢崎で作っていますこれ、伊勢崎で作っています

い の ひ な

井野 妃菜さん（田中町）
製造部製織課

ス
マ
ホ
ア
プ
リ

「
マ
チ
イ
ロ
」で

広
報
い
せ
さ
き

を
配
信
中
！
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てんてん ばくばく じょうじょう しし はすはす

2017
年
6
月
１
日
現
在

●
人
口
　
 212,202人

（
前
月
比
＋
190）

●
世
帯
数
　
87,153戸

（
前
月
比
＋
159）


